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12年ぶり

一宮大祭
2−3

小さな島  みなファミリー  知夫里島一宮大祭みこし
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7月26日に一宮神社芝居小屋において前夜祭として奉納神楽、
浦安の舞と村内外からの参加者による奉納演芸が行われまし
た。27日は祭典、神輿が行われ、前夜に引き続き奉納演芸が
あり観衆の目を楽しませてくれました。中学生による浦安の
舞、白浪五人男にはひときわ大きい歓声があり、知夫村の伝
統芸能のすばらしさを感じさせてくれました。

一宮大祭
12年ぶり

箱根の人／竹川道子

皆一太鼓／濱　憲一　道川一史

奉納神楽　えびす舞

俵星玄蕃／猪口マサ子総合司会／仲　克忠よいよい（七福神）／堂下勝也　濱　辰成おしどり道中／西谷千晶　奥本哲男

よいよい（七福神）

 フィナーレ「キンニャモニャ」
事務局長／奥川光宏 飛び入り　ご祝儀

牛泳ぎ音頭／𥔎　幸子　横川八代枝　西村秀美

2008年

7月26日・27日



先人が育んだ貴重な伝統文化を
守るために、12年ぶりの一

宮神社夏季大祭を開催したところ、
沢山のご参加、ご寄附をいただき
大変ありがとうございました。
今後ともふるさとを深く愛する
一人として村の伝統文化を守り育

てるつもりですので皆様の温かいご支援、ご協力方宜しく
お願いします。

大祭実行委員会委員長　　西 谷 信 幸
�

こども神輿

ちぶりソーラン　知夫里島イケメン一同

祭りを終えて
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よ〜い、まめかえ
この夏帰った人

豊
川
市　

佐
藤　

政
子
（
60
歳
）

境
港
市　

仲
濱　

昭
世
（
59
歳
）

（
中
学
卒
業
以
来
の
出
会
い
）

ま
め
に
働
い
て
ま
す
。

松
江
市　

山
仲　

元
司
（
52
歳
）

看
護
師
で
が
ん
ば
っ
て
ま
～
す
。

出
雲
市　

山
本
美
紗
子
（
23
歳
）

母
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
市　

大
空　

隆
秀
（
53
歳
）

今
年
は
盆
踊
で
一
周
回
り
ま
し
た
。

大
江　

大
空　
　

栄
（
93
歳
）

盆
に
は
皆
さ
ん

帰
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

京
都
市　

﨑　
　

健
一
（
37
歳
）

独
立
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

大
阪
市　

原
田
（
渡
部
）
純
世
（
32
歳
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
市　

崎　

加
奈
得
（
23
歳
）

命
の
尊
厳
・
看
護
師
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

舞
鶴
市　

隠
木　

太
雅
（
20
歳
）

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を

歩
ん
で
い
ま
す
。

神
戸
市　

奥
野
（
渡
辺
）
美
樹
（
39
歳
）

米
子
市　

高
田
（
山
本
）
清
美
（
39
歳
）

知
夫
の
い
い
所
を

再
発
見
し
ま
し
た
。

豊
田
市　

奥
本
三
樹
雄
（
63
歳
）

知
夫
里
は
何
に
も

言
う
こ
と
な
い
わ
。

神
戸
市　

杉
山　
　

秀
（
55
歳
）

豊
岡
市　

前
向　

利
宣
（
51
歳
）

盆
踊
り
、
最
高
で
す
ね
。

松
江
市　

仲　
　

真
樹
子
（
34
歳
）

知
夫
里
が
一
番
だ
わ
い
！

宝
塚
市　

荒
木　

邦
洋
（
63
歳
）

ふ
る
さ
と
が
大
好
き
。

松
江
市　

隠
木　

夏
子
（
24
歳
）

地
蔵
さ
ん
の
水
が
ま
っ
で
、

う
め
ー
ど
。

桑
名
市　

仲
濱　

勝
行
（
34
歳
）

今
年
の
花
火
は
良
か
っ
た
。

松
江
市　

山
本
慎
一
郎
（
27
歳
）

ま
た
、
冬
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

大
阪
市　

山
本
さ
お
り
（
26
歳
）

夢
は
美
容
室
の
開
設
。

松
江
市　

福
山　

康
太
（
25
歳
）

の
ん
び
り
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

豊
田
市　

中
西　

征
治
（
65
歳
）

あんただえかえ。

あんまりじゃ
ねえか～。
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平
木　

亨
治
（
仁
夫
）

今
年
は
残
念

な
が
ら
全
員
そ

ろ
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
れ
で

も
三
人
で
今
何
を
し
て
い
る
の
か
や
、

昔
の
事
な
ど
を
話
し
楽
し
み
ま
し
た
。

夕
加
さ
ん
は
以
前
よ
り
も
明
る
く
な

り
、
邦
彦
君
は
メ
タ
ボ
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
二
人
と
も
変
わ
っ

て
い
て
新
鮮
さ
も
感
じ
ま

し
た
。

今
、
広
島
で
経
済
学

を
学
ん
で
い
る
の
で
そ

れ
を
生
か
せ
る
よ
う
、

残
り
の
大
学
生
活
の
一

年
半
を
ニ
ー
ト
に
な
ら

な
い
よ
う
気
を
引
き
締

め
て
い
き
た
い
で
す
。

松
尾　

邦
彦
（
郡
）

私
の
同
級

生
は
五
人
お
り
、

全
員
そ
ろ
う
か

な
と
期
待
し
て

お
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
そ
ろ
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
江
川
さ
ん
と

平
木
君
に
会
う
こ
と
が
で
き
、
今
の

こ
と
や
昔
の
こ
と
を
話
し
、
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
、
私
は
、
島
根
大
学
の
総
合
理

工
学
部
の
物
質
科
学
科
で
物
理
を
学

ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
が
将
来
の
た
め

に
役
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

 

江
川　

夕
加
（
来
居
）

早
い
も
の
で

中
学
を
卒
業
し

て
五
年
も
経
ち

ま
し
た
。
亨
治

君
や
邦
彦
君
と

も
五
年
ぶ
り
に
会
い
、
な
つ
か
し
い
感

じ
で
し
た
。
あ
と
二
人
そ
ろ
わ
な
か
っ

た
で
す
が
、
ま
た
い
つ
か
五
人
そ
ろ
っ

て
い
ろ
い
ろ
お
話
が
で
き
れ
ば
良

い
な
と
思
い
ま
す
。

今
、
私
は
、
卒
業
し
て

ず
っ
と
同
じ
仕
事
を
続

け
て
い
ま
す
が
、
ま
さ

か
こ
ん
な
に
続
け
ら
れ

る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
意
外

に
続
け
ら
れ
て
い
て

自
分
で
も
ビ
ッ
ク
リ
し

て
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で

続
け
ら
れ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
で
き
る
と
こ

ろ
ま
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
都
合
に
よ
り
隠
木
太
雅
さ
ん
、
柿
木

桜
子
さ
ん
は
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。）

八
月
十
四
日
に
役
場
に
お
い
て
、
三
名
の
新
成
人
を
む
か
え
て
成

人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
後
は
、
ホ
テ
ル
知
夫
の
里
で
会
食

を
行
い
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
の
船
内
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

よ〜い、まめかえ
この夏帰った人

毎
年
帰
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
市　

鹿
島
あ
ゆ
み
（
29
歳
）

牛
を
見
に
帰
り
ま
し
た
。

境
港
市　

井
尻　

耕
作
（
60
歳
）

母
の
美
味
し
い
料
理
を
食
べ
に

毎
年
帰
っ
て
い
ま
す
。

宇
部
市　

前
井
出
文
浩
（
28
歳
）

ふ
る
さ
と
に
毎
年
帰
る
方
に

皆
勤
賞
は
い
か
が
で
す
か
。

大
阪
市　

菊
地　

純
一
（
51
歳
）

え
っ
と
、
飲
ん
だ
わ
い
。

さ
い
た
ま
市　

道
川　

英
治
（
58
歳
）

ま
め
で
な
～
!!

境
港
市　

渡
邉
要
一
郎
（
44
歳
）

みんなまめだどー。
西宮市　﨑　　周二（57歳）
尼崎市　﨑　　　衛（59歳）
郡　　　﨑　　ハナ（82歳）
尼崎市　﨑　　義弘（53歳）
三田市　﨑　　勝美（61歳）

久し振りの同窓会でみんなに会いました。
知夫里の花火はきれいだったなー。
境港市　中濱　俊博（31歳）	 郡　　　西谷　泰平（32歳）
大阪市　研（鹿島）美奈子（31歳）	 大阪市　原田（渡部）純世（32歳）
大江　　徳若（仲）朋子（32歳）	 大阪府　河井（鹿島）由佳（31歳）

成人
おめでとう



僕らは関西在住のアウトドア倶楽部・大阪ファミリー
です。去年10人位で素潜りができるというこ

とだけで下見がてら来てみたところ、海は奇麗でさざ
えは大きくて、自然が多くて景色や人情もよかったの
で、今年は15人で子供も連れてプライベートビーチで
楽しみました。また、赤はげ山での夜景や星空は本当
に奇麗でした。今回も去年同様に知夫の里に泊めてい
ただきました。食事が去年と違い品数や分量や味も良
くなり、何といっても朝御飯の時に出ためざしと温泉玉
子は最高においしかった。晩御飯は倶楽部のメンバーの口
が肥えているため、ちょっと味が薄いとか刺身の表面が乾いて
るとかで少し残念！　肉も少しあればよかったかも。あとはホ
テルの中に飲める場所や売店の食べ物の品が少ないため、食事
後の夜食がないから腹が減って最悪や！　もっといろいろ食べ
る物があれば買うのにな〜。
もちろん飲める場所があれ
ば酒も飲むし、また、いろ
いろな人間関係の交流も増
えたら知夫里のいい所の情
報交換ができていいかも…。
来年は今年以上のメンバー
を連れて2泊3日で来ます。

大阪ファミリー代表
浜野英明

ホテル知夫の里奮闘記
𥔎隆ホテル支配人が、長年の関西知夫人会事務局長としての

手腕を買われて今年４月から就任されました。当初はその手腕に
職員もとまどい気味でしたが「お客様は神様です！」を合い言葉
に現在、毎月黒字経営が続いています。夏限定の軽食喫茶「赤灯
台」のオープンも手がけ大忙し。その蔭には知夫里島観光親善大
使の小坂悦子さんと愛妻の満子（みちこ）さんの温かいサポート
が見逃せません。何よりも地元の方に愛されるホテルを目指して
いるとのこと。皆様の温かいご支援とご理解をお願いします。

闢　
　

隆

支
配
人

加
藤
智
子

副
支
配
人

長
畑
一
裕

山
根
和
博

古
谷
タ
ヅ
子

小
坂
悦
子

闢　

満
子

知
夫
里
島
は

最
高
〜

�

島
根
県

ち
び
っ
こ

レ
ス
リ
ン
グ
交
流
大
会

レ
ス
リ
ン
グ
（
格
闘
技
）
を
通

じ
て
、
健
全
な
身
体
と
精
神
力
を

養
う
と
共
に
相
手
を
い
た
わ
る
優

し
い
心
と
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
こ
と
を
目
標
に
川
本
博
樹
さ
ん

（
仁
夫
）
が
は
じ
め
た
レ
ス
リ
ン

グ
教
室
が
十
三
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
八
月
二
十
三
日
に
レ
ス
リ

村

話

題

の

ン
グ
の
普
及
と
交
流
を
目
的
に
知

夫
小
中
学
校
体
育
館
で
「
島
根
県

ち
び
っ
子
レ
ス
リ
ン
グ
交
流
大
会

〜
赤
は
げ
山
杯
〜
」
が
村
内
外
か

ら
の
参
加
者
も
交
え
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
メ
ダ
ル
の

興
奮
も
覚
め
や
ら
ぬ
中
で
の
技
の

応
酬
に
、
観
戦
に
来
ら
れ
た
方
は

皆
さ
ん
レ
ス
リ
ン
グ
の
と
り
こ

に
。
試
合
前
日
は
、
海
水
浴
、
島

内
観
光
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
島
外

か
ら
参
加
さ
れ
た
方
と
更
な
る
交

流
も
深
め
ま
し
た
。

大
会
運
営
関
係
者
の
皆
さ
ん
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

の
〜
ん
び
り

隠
岐
で
海
遊
び

七
月
十
九
日
か
ら
八
月
十
日
ま

で
知
夫
里
島
な
ら
で
は
の
浅
島
の

無
人
島
で
の
素
も
ぐ
り
体
験
を
は

じ
め
、
開
放
感
あ
る
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
七
十
七
名
の
参
加
者

が
共
有
し
、
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま

し
た
。

第
二
十
回

さ
ざ
え
の

つ
か
み
取
り

知
夫
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
た
「
さ
ざ
え
の
つ
か
み
取

り
」。
今
年
も
八
月
二
日
に
リ
ピ

ー
タ
ー
の
方
を
含
め
、
七
十
六
名

の
参
加
者
を
得
て
、
手
づ
か
み
で

採
る
さ
ざ
え
の
感
触
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

牛
の
海
泳
ぎ

ホ
テ
ル
宿
泊
集
客
に
一
役
と
、

平
成
十
六
年
よ
り
行
わ
れ
て
い
る

知
夫
里
島
な
ら
で
は
の
「
島
根
県

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
事
業
」。

今
年
も
四
月
一
日
〜
九
月
三
十

日
ま
で
、
多
く
の
観
光
客
の
方
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ちぶり最高〜!!

花火大会お礼
村内外から沢山のご寄附をいたただき大変あ
りがとうございました。知夫ならではの間近な
花火の爆発音に感動していただいたかと思いま
す。今後とも宜しくお願いします。

実行委員長　崎　慎吾（27歳）

大会長
川本博樹（44歳）



知
夫
里
�
子

知
夫
里
�
子

知
夫
里
�
子

頑
張
れ
！

�

編

集

後

記

こ
ッ
つ
ん　

こ
ッ
つ
ん

ぶ
た
れ
る
土
は

よ
い
は
た
け
に
な
っ
て

よ
い
麦
生
む
よ
。

朝
か
ら
ば
ん
ま
で　

ふ
ま
れ
る
土
は

よ
い
み
ち
に
な
っ
て　

車
を
通
す
よ
。

ぶ
た
れ
ぬ
土
は　

ふ
ま
れ
ぬ
土
は

い
ら
な
い
土
か
。

い
え
い
え
そ
れ
は　

名
の
な
い
草
の

お
や
ど
を
す
る
よ
。

金
子
み
す
　ゞ
「
土
」
よ
り

盆
踊
り
の
太
鼓
の
音
、
は
や
し
の

声
、
心
地
好
い
海
風
に
抱
か
れ
今
年

も
ふ
る
さ
と
の
夏
が
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。
来
年
も
皆
様
ま
め
で
会
い
ま

し
ょ
う
。�

（
山
本
）

直
通
電
話
〇
八
五
一
四
─

八
─

九
〇
一
三

E
-m
ail:chisen@

chibu.jp

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

山
田　

敏
明
（
神
戸
市
）

八
代　

珠
美
（
米
子
市
）

吉
野　

静
江
（
東
大
阪
市
）

大
前　

波
子
（
境
港
市
）

濱　
　

和
正
（
神
戸
市
）

松
野　

保
利
（
長
崎
県
）

清
水　
　

清
（
神
戸
市
）

前
濱　

誠
一
（
東
大
阪
市
）

三
角　

健
二
（
横
浜
市
）

道
畑
美
千
代
（
大
阪
府
）

田
原　

康
雄
（
守
口
市
）

坂
本　
　

力
（
横
浜
市
）

道
川　

常
雄
（
境
港
市
）

昭
和
二
十
年
知
夫
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　

卒
業
生
会

ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金

　

竹
川
敏
徳　

小
松
美
幸

　

小
川
公
明　

松
野
保
利

広
報
郵
送
料
の
お
礼

全国高校総体出場 !
安来高校 2年在学の村尾航司
君（郡）がソフトテニスの部で
島根県代表として埼玉総体に出
場しました。2回戦で優勝候補
の高田商業（奈良県）に敗れた
ものの知夫中学校ソフトテニス
部の先輩の大活躍に後輩は大喜
び。良き目標となりました。

島根県中学陸上 2 連覇 !
全隠岐陸上の新記録を打ち

たてて挑んだ島根県中学陸上
1500mで見事に2連覇を果たし
た中学 2年渡辺涼太君（大江）。
島根県代表として中国大会に出場
し、昨年と同様入賞を果たしまし
た。10月には、
横浜での第39
回ジュニアオ
リンピックへ島
根県代表とし
て出場すると
のこと。更な
る期待が寄せ
られています。

全隠岐陸上・新記録!
火の国、熊本よりＩターンで
来られた小学 6年の永谷麗華さ
ん（大江）が全隠岐陸上800ｍ
でみごとに大会新記録を樹立し
ました。「速いのはお父さん似」
とお母さんのマリさんの顔には
満面の笑みがこぼれています。

お
知
ら
せ

●
出
郷
者
の
皆
様
へ

空
家
に
さ
れ
て
い
る
方
の
庭
や
墓

の
草
取
り
等
を
し
て
い
た
だ
く
方
を

斡
旋
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
郷
者
の
方
で
帰
省
さ
れ

た
方
は
、
ボ
イ
ラ
ー
の
水
抜
き
を
行

っ
て
か
ら
帰
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
広
報
係
（
☎

〇
八
五
一
四
─
八
─
二
二
一
一
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

知夫村郡に在住の西谷知紗（本名・千里）さんが、 6月 5日から
11日までの間、松江市西嫁島町にあるアートサロン一陽（いちよう）
において「桜庭（さくらば）に海風」と題した作陶展を開催しました。
自然豊かな知夫村で感性を磨いた作品は、訪れた方に素朴で繊
細なイメージを与えており、最近はファンも次の作品を心待ちに
しているとか。毎年1回の本土での開催はこれまでは松江市のみ

でしたが、今後は県外での展示も
視野に入れていきたいそうです。
また、知夫や海士、西ノ島に訪れ
た観光客にイワガキに描く絵も教
えています。「常に自分の周りに
あって自分と一緒に生きている魚、
海藻、野の花等を陶器に映すこと
で自己表現できれば」とのこと。
知夫里島から発信する作品に村内
外から期待が寄せられています。

知夫中学校第13期卒業生（昭和35年卒
業）が、昨年4月に有馬温泉で同窓会を
行い、幹事の村尾正男さんの発案で有
馬温泉寺境内にしだれ桜を同窓会記念
として植樹しました。
1年後の今年の4月に、同窓会に参
加された宝塚市在住の杉山冨代（旧姓道
下）さんが見に行ったところ、数輪の花
が雄々しく咲いて、そのうち桜を見る同
窓会が開かれることを楽しみにしてい
るとのことでした。第13期卒業生はもとより、
近くに立ち寄られた出郷者の方の思い出にも
なる桜として親しまれることを願っています。
道川信經（大江）さんからの情報提供でした

が、出郷者の方が都会で取り組んでおられる
明るい話題の情報提供をお待ちしております。

西谷知紗展開催 有馬温泉桜記念植樹

村の人口

▶人口：678人
　　男：324人
　　女：354人
▶世帯数：363世帯
▶65歳以上人口比率
　　43.95％
（H20.9.1現在）

平成17年10月1日
国勢調査��725人

●
戸
籍
請
求
に
つ
い
て

五
月
か
ら
、
戸
籍
騰
・
抄
本
を
交

付
請
求
す
る
際
に
は
、
運
転
免
許
証

等
に
よ
る
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
請
求
で
き
る
範
囲
が
、

原
則
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、

配
偶
者
、
直
系
親
族
（
父
母
、
子
、

孫
等
）
と
な
り
ま
し
た
。
上
記
以
外

の
方
か
ら
の
請
求
に
は
委
任
状
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
遠
方
か
ら
の

請
求
に
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
戸
籍
係
ま
た
は
、
村
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1年後



夏
の

思
い
出

花
火
大
会
、
盆
踊
り
、
海
水
浴
と

今
年
も
お
盆
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
帰
ら
れ

ふ
る
さ
と
の
夏
を

楽
し
ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
ふ
る
さ
と
で
の
お
盆
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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まめでな〜！

またもどって
こいよー！

白浪五人男（中学男子）
加藤勇輝・川本息生
小新好輝・安藤　稜
木村昌也

夜空を彩る
1,500発の花火

友達との別れの飛び込み こどもみこし

ご先祖様をお見送りして

さ〜さ、ちょいと、
やーりーましょうや！

島根県名水百選「河井お地蔵さん」の美味しい水

は〜、やー、
と、せー!

よーほいやなー!!

浦安の舞（中学女子）田上　藍・江川美帆・口村詩乃・山田真奈


